
　みなさんも将来は社会人として仕事をするようになりますが、仕事ができる

人ってどんな人でしょうか？学生時代に成績優秀だった人でしょうか・・？

　社会に出れば、「学生の頃成績が良かった人」が必ずしも仕事のできる人
（社会人として活躍できる人）だというわけではありません。

　つまり、社会では成績に表れる以外の能力、例えば諦めない力、苦しい
ことに耐えられる力、積極的な行動力・・などもとても必要なのです。

　今勉強している教科の知識が、社会に出てから必要になることは少ない
かもしれませんが、学校での勉強を頑張ることで、将来社会で必要とされ
る力が伸びるのです。学校で文部科学省の定めた学習指導要領に沿って
勉強をしている一番の目的はそこです。

　将来社会で必要とされる力を身につけるためのポイントが二つあります。
①  しんどい、投げ出したい・・と思っても、もう少しだけ続けてみる
②  あれこれと考えすぎず、まずは行動に移してみる

　これを続けていれば、将来仕事ができる大人になると思いますよ。　　
　

成績よりも、勉強をする「目的」が大切です
たいせつもくてきべんきょうせいせき
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ひとひとしごと

ひとせいせきゆうしゅうがくせいじだいひとひと

しごとしごとしゃかいじんしょうらい

自分の部屋の目立つところに貼って、読み返すようにしましょう。
かえよはめだへやじぶん

　　　 「勉強は社会に出てから困らないためにするものだ」
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